
平成２９年４月１３日（新様式 第２版） 認証番号 ：227AGBZX00107000

類別：機械器具 ８３ 医療用物質生成器

管理医療機器 一般的名称：連続式電解水生成器 (JMDNｺｰﾄﾞ71024000)

レベラック Ｋ８

【警告】

本製品は重量物であり、化学的な物質を生成することから

製品の転倒による人身への損傷や製品及び製品周辺物の損壊や

酸性電解水生成時に発生する塩素ガスによる中毒等の危険が

あります。以下の事を必ずお守りください。

１）本体の上に物を置かないで下さい。故障又は、落下事故

の原因となることがあります。

２）吐水ホースはふさがず、ネジレ、折れのないことを確認

ください。（水漏れ又は電解に支障をきたすことがあります。）

３）吐水ホースは本体より上に設置しないでください。本体内

部の残水排出ができなくなります。

４）閉め切った狭い部屋での使用はお避け下さい

５）飲用して身体に異常を感じたとき、または飲用し続けても

症状に改善が見られない時は、飲用を中止し、医師に相談し

てください。

６）医師の治療を受けている人、特に腎臓に障害のある人およ

び、身体に異常を感じている人は、飲用前に医師に相談して

ください。

７）ミルクや乳児用食品に還元水を使用しないでください。

【形状・構造及び原理等】

本製品は、水道などに直結し流水過程においてカルシウムイオン

を含んだ飲用適の水を電気分解して，アルカリ性電解水及び酸性電

解水を生成する家庭用に設計されたアルカリ性電解水生成器である

【禁忌・禁止】

１）医薬品をアルカリ性電解水で併飲しないでください。

２）じん（腎）不全，カリウム排せつ（泄）障害などのじん

（腎）疾患の人は飲用しないでください。

３）次のような水は飲まないでください。体調を損なうこと

があります。

○強酸性水 ○pH（ﾍﾟｰﾊｰ）測定液の入った水

○酸性水 ○強酸性水生成時の強還元水

○ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中の水 ○吐水ﾎｰｽ（ﾊﾟｲﾌﾟ）から排出される水

（１）本体

寸法 ： 幅 280×高さ 345×奥行き 147（mm）

重量 ： 約 5.0㎏（浄水カートリッジを含む）

外郭 ： フロントキャビネット、リアキャビネット、

ボトム、キャビネット、フィルターカバー、タンク

カバー、インプット基板ケース、ＬＣＤ保護パネル、

パネルシート

水系統 ：給水ホース、水管、浄水フィルター、

フィルター、トレイ、電解槽、電解促進液タンク、

フレキシブルホース、吐水ホース

電気系統 ：電源インレット、ヒューズ、ヒューズ

ホルダー、電源基板、制御基板、インプット基板

ＬＣＤタッチパネル、流量センサー、

熱水センサー、リングポンプ、マイクロスイッチ

（２）付属品

ｐＨ試験液・ｐＨ試験紙セット、分岐栓・アダプター

セット、電解促進液、取扱説明書、電源コード、

クリーニングタンク、クリーニングパウダー、

クリーニングキャップ

【使用目的、効能又は効果】

胃腸症状改善のための飲用アルカリ性電解水を生成する。

一般家庭で使用する。

【使用方法等】

（１）使用の準備

① 蛇口に分岐栓を取り付ける。

② 給水ホースを分岐栓に取り付け、吐水ホースを流し台シン

ク部に配設する。

③ 平らな場所に出来るだけ水平となるように本体を設置す

る。

④ 電源コードのプラグをコンセントに確実に差し込む。

（２）操作方法

① ＬＣＤタッチパネルに触れるとＬＣＤが点灯する。

② アルカリ性電解水 pH9.5 ・pH9.0 ・ pH8.5 または、酸性電

解水 pH6.0、強酸性水 pH2.5、浄水 pH7.0 のモードを

タッチし選択する。

③ 専用分岐栓の切り替えを「浄水」位置にあわせる。

④ 蛇口を開ける。

⑤ アルカリ性電解水モードの場合はフレキパイプより

弱アルカリ性電解水が吐出する。

酸性電解水モードの場合には、フレキパイプより弱酸性

電解水が吐出し、ブザー音が鳴る。

取扱説明書を必ず参照してください。
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浄水モードの場合には、フレキパイプより浄水が

吐出する。

⑥ 水道の蛇口を閉めると、吐出が止まり待機状態に戻る。

⑦ 使用終了時には、ユーザが設定したオート OFF時間経過

後、ＬＣＤが消灯する。

【使用上の注意】

（１）飲用について

① 強還元水（アルカリ性電解水）を飲用に用いるとき

は，pH9.5 を適値とし，pH10 以上は飲用不可であり

直接飲用しないでください。

② 酸性水（酸性電解水）は飲用しないで下さい。

③ 飲用して身体に異常を感じたとき，又は飲用し続け

ても症状に改善が見られないときは，飲用を中止し，

お医者様に相談してご使用ください。

④ 初めて飲用する方は，pH の中性に近い範囲で、少量

から飲用ください。還元水（アルカリ性電解水）の

飲用量は，1 日当たり 500～1 000 mL 程度を適量と

して使用ください。

（２）適用対象（患者）

① じん（腎）臓に障害があるかた及び，身体に異常を

感じているかたは飲用前にお医者様に相談してくだ

さい。

② 肌の弱い人及びアレルギ体質の人はサンセイ水（酸

電解水）を使用する前にお医者様にご相談してくだ

さい。

（３）使用方法

① 還元水（アルカリ性電解水）を飲用に用いるとき，

使用開始時と，その後 1か月に 1回以上，比色法に

よって pH値を確認し，飲用範囲であることを確認し

てから飲用ください。

② 機器に供給する水は，飲用適の水を使用ください

③ 電解促進液、グリセロリン酸カルシウム等補助剤を

使用する場合は、指定されたものを使用し、添加量、

添加場所をお守りください。

④ 指示薬溶液及び pHの確認に使用した生成水は

飲まないように願います。

⑤ 電源コードは容易に離脱しないように正しく確実に

接続されていることを確認して使用ください。

【取扱上の注意】

消耗品，残留物など，並びに寿命の終わった機器及び

付属品の廃棄に関しては，地域で定める条例に従って廃棄

してください。

【保管方法及び有効期間等】

（１）保管方法

温度湿度に関する保管基準は一般家庭で使用される

ことを想定しています。４℃以下、６０℃以上の温度や

２０％以下、８０％以上の湿度での保管はご遠慮くだ

さい。

（２）有効期間

① アルカリ電解水、酸性電解水ともに電極材料の

使用可能期間が有効期間となります。想定される

使用期間については、取扱説明書に従って対処

ください。

② 浄水器のみの寿命については、取扱説明書に従って

ご使用ください。

【保守・点検に係る事項】

（１）アルカリ性電解水のｐＨ値の確認

アルカリ性電解水を付属のｐＨ試験液セットの専用カップ

に深さ２ｃｍ程度とり、付属のｐＨ試験液を１～２滴加えて

良く混ぜ合わせ、直ちに付属の比色紙表を用いて比色して

ｐＨ値を確認する。

（２）洗浄機能

機器には以下の洗浄機能が設定されています。

① 還元水・酸性水の使用時間が積算１０分以上経過し、

止水すると約１０秒間電気分解の極性を反転し電解槽の

洗浄を行う。

② 強酸性水を使用し還元水・酸性水に移行すると

約３０秒間電気分解の極性を反転し電解槽の洗浄を行う。

③ ２４時間以上使用しなかったときも３０秒間電気分解

の極性を反転し電解槽の洗浄を行う。

いずれの場合もブザー音とＬＣＤによる表示にて洗浄中で

あることをお知らせいたします。

（３）故障した場合の取扱い方法

故障した場合は勝手にいじらず、販売店もしくは弊社

㈱エナジックに連絡願います。

（４）長時間使用しない時の機器の取扱い

設置後数日間以上使用しなかった場合は３０秒以上水を

流してから使用願います。

（５）お客様で行っていただく機器の清掃、点検、保守

① 浄水カートリッジは半年に一度交換下さい。

② 水の電気分解を補助する為にカルシウムを原水に添

加する場合には、専用のタンクにカルシウム剤と水を

入れタンクのキャップをしてからよく振り混ぜ合わ

せ製品本体のタンクカバーを取り外し所定の場所に

セットしタンクカバーを取り付けて下さい。

その後タッチパネルのメイン画面の設定からミネラ

ル添加を選択してください。

【主要文献および文献請求先】

株式会社エナジックインターナショナル
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